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指導 法文部人文社会学科 寺尾勝行

映画を活用して英会話力を向上させるための3つ

のヒント

【法・019】

【研究の動機】
私は去年、アメリカの高校生に外国語学習についてのアンケー

トを行った。その中で特に気になったのは、外国語学習におけ

る目的と方法が私たちと違っていたことだ。アメリカ人は映画や

漫画を字幕なしで見るために学習している生徒が多く、学習の

際も映画を用いている。そのため、語学学習を楽しんで行って

いる印象を受けた。それを応用させ、日本人でももっと楽しみな

がら語学の学習ができるのでは？という提案をしてみたいと

思った。

【観点】

次の３つの観点から効果的な

学習方法の提案を行いたい。

①ネイティブの仕草を知る

②ネイティブの会話部分から学ぶ

③発音の仕方

【観点①】 ～仕草と言葉を効果的に結びつけることを学ぶ～

〈映画を使う意義〉

映画では音と映像が同期している。そのため生きた英語を学ぶ

ことができ、感情がかみ合っていない不自然な会話を解消する

ことができる。

〈ねらい〉

感情や動作を伴った自然な英会話を学ぶ。アメリカ人独特の動作が

あることを理解し、その重要さに気づく。

【観点②】 ～状況に応じた発話の練習～

〈映画を使う意義〉

他の教材とは違って、話し言葉に特徴的な表現が使われ

ている。自分の知っているボキャブラリーを豊かにし、

英会話にも役立つ。

【観点③】～英語の話し言葉の自然なリズム、音変化を練習する～

〈方法〉

教材としての映画には音と映像のシンクロナイズしている特殊性

があり、それを生かす形で発言と感情がかみ合うような「生きた」

英会話を身につけることを学習目標とする。実際の学習では、

登場人物の感情とその時の動作に注目してロールプレイをして

みるといいのではないか。

〈ねらい〉映画の中で使われた独特な表現を学び、他の

言い方を考え、英語の発想力を鍛える。

〈方法〉

授業では、あるシーンで使われていた独特な表現につい

てクイズ形式にして生徒に考えてもらう。最初は日本語

訳の会話を見せ、独特な言い回しについて自分で英作

文をつくる。その後正解の英文を括弧抜きにして単語を

当てる。英語の話し言葉における特徴的な表現を知る。

〈映画を使う意義〉

映画では自然な発音とスピードで繰り返し聞くことができる。

また、映像から話す際の息遣いや特定の口の形を確認できる。

〈ねらい〉

映画の自然な速度と発音を聞き取り、その意味が正しく分かる

リスニング力を向上するためにも必要な「聞く力」の向上を目指

す。

〈方法〉

意味語・機能語や音変化の原則を学んだ上で、ディクテー

ションを行う。プラスαでリピーティングやオーバーラッピング

も行う。

映画では歌と会話の２種類で構成されているため、それぞれ

違った方法を試す。
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【まとめ・結論】

●「英語力の向上」というテーマで様々な角度から考え

ることができた。

●各観点に注目して映画を鑑賞しているうちに自然と

映画を繰り返し見ることで内容を理解することができた。

●分からなかった表現やジェスチャーについても知る

ことで各場面の理解につながった。

➞映画には他の教材ではできない様々な学習方法

がある。また、学習していくうちにストーリーを理解

できるようになることが映画での学習の魅力だと思った。

《参考書籍》 『ローマの休日』を観るだけで英語の

基本が身につくDVDブック （藤田英時）

《研究に使った映画》 「ハイスクール・ミュージカル」

著作権により
公開できません。


